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強 い 内部輸 送障壁を有する負磁気シア放電は 、閉じ込めの 良さや 大きな 自発電 流を持

つ 点から定常的な核融合発電 の 逓転 におい て 期待されて い る。しかし、負磁気 シアプラズ

マ は n＝1 理想キンクバ ル
ー．

ニ ングモ
ー
ドなどの べ 一タ限界を規定する不安定性を持ち、こ

れ を越える運転を行うとディスラプ湘 ンを起 tしてしまうことがわか っ てい るc
しか し、E記の モ

ードで は安定で あるはずの低い 規格化べ 一タ値におい て もしばしばデ

ィス ラプシ ョン を起こしてしまう。この wn、　ECE 計測に よってディス ラプシ ョ ン発生直前に 不安

雛 が原 因と思われる電子 温度揺動などを観測 しており、これ が抵 抗性不安 定性 の
一

つ

で あるダブル テ ア リン グモ
ードによるもの で ある 卩r能 性を検証するために、正確な MSE 計

測が 可能で ある高磁場（〜4つの放電（例、図1）を対象として 、電子温度の 時間発展から磁

気 島の 同定を試みた。
また、この デ ィスラプ“A ン 発生時の 半径ガ 向の 安全係数の 最4値 の 位置と内部 輸送障

壁の 位置との相彑 関係などを調 べ 、MHD 不安定性の 安定性を調べ た。
詳細はポス ターにて報告する。
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　　図16 ．64s 付近 で ディスラプシ 日ン した負磁気シ ア放電 39398 の

　 （aVp ，（b協 とqdi，（c）βN の 時間発展
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OlaA24P JT−60U における燃焼模擬実験の 数値シ ミュ レ
ー

シ ョン
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　Erl核 融合反応より生じる a 粒子 は核融合プラズ マ を加熱し反応維持に大きく貢献する．
Lかし，核 燃焼プラズ マ は DT 反応で生じる α 粒 子による自己加熱 が燃焼 分布 自体を決 め

るとい う自律性 を持っ 〔Fig、1）、特に 1
「
1
’
B プラズマ で は 自己 加熱と且TB 形成を介した強 い 自

律性を持つ と考えられるため ，これ を究明することで 燃焼制御性を明らか にする．
　Jl

’−60U におい て NBtを DD 反応率に比例した α粒子加熱膜擬 グル
ー
プ，蓄積 エ ネル

ギーを
一

定 に保っ 外部加熱模擬 グ／い
一
ブに分けた ロ ジ ックを適用 し，核融合出力 Q ≒ le

〜30 程度の 核燃焼プ ラズ マ の 自律性 を模擬した実験を行
’
っ た．提案した卩ジックに よる燃

肺 ｝御が可能であることを明らか にしたが ，実験結果を見ると ITB プラズ マ には外部加熱

模矚 ユ ニ ッ トに激 しい 変動 が起こ っ た，これ は実際の ［｝T 炉で ITB プラズマ を適 用した場合

に 熱的不安定性が起こること襁 い 自律性｝や難制鰍生示して い ると考えられる．
　この 物理的要因を解明するため，L5 次元輸送解析による数値シ ミュレ

ー
シ ョン を行った ．

熱拡 散係数に様々 な物理 的依存性 を与え観測された波形 と比較した結果，プ ラズ マ 蓄積

エネル ギーを
一
定に保 っ ため に 必要な外部加熱模擬ユニ ットの パ ワ

ーが激しく変動する

の は ．温度や密度．密度勾配 などに依存した変化の 遅い 熱拡散係数で は再現できない こ

とがわか り，加熱 パ ワ
ーに依存して エ ネル ギー閉じ込 めが激しく変動 して い る Rf 能性があ

ることがわ か った（臼g．2）．これ らは ］TB プラズマ の 茣鯖鱒 性だけで なく nB の 形成
・消失に

関わる問題 と考えられる ．
　今回は，燃焼制御 ロ ジ ックにさらなる改良を加えより実際に即したもの の 解析結果を含め

て 報告する．
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Fig．1： 佐 ） DT 核融合プラズマ の 自律 筏
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Fi9．2 ： ］TB プラズ マ におけるPmaaxの激しい 変動 （シ ミュレ
ー

シ ョ ン による再現）
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